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目標１ 城端線・氷見線の 1日あたり乗車人員 

・地域に利用される交通ネットワークの形成に向けた、路線の維持・発展を図る直接的な目標指標 

現状値（平成 27年度）  目標値（平成 33年度） 

10,840人/日 

城端線：6,387人/日 

氷見線：4,453人/日 

 

10,840人/日 以上 

 

平成 29年度 平成 30年度 平成 31(令和元)年度 平成 32(令和 2)年度 平成 33(令和 3)年度 

10,863人/日 

城端線：6,546人/日 

氷見線：4,317人/日 

11,083人/日 

城端線：6,640人/日 

氷見線：4,443人/日 

   

【目標値】今後、沿線４市の人口減少率が更に高まることが予測される中にあっても、城端線・氷見線

の乗車人員は、現状数 10,840人/日以上を目指す。 

 

目標２ 定期外利用者数割合 

・定期利用者以外の新たな需要を取り込むための、定期外利用者数割合の増加を図る目標指標 

現状値（平成 27年度）  目標値（集計：平成 33年度） 

城端線：２１．９％ 

氷見線：１６．９％ 

 城端線：２６％ 

氷見線：２１％ 

 

平成 29年度 平成 30年度 平成 31(令和元)年度 平成 32(令和 2)年度 平成 33(令和 3)年度 

城端線：22.1％ 

氷見線：15.4％ 

城端線：21.3％ 

氷見線：15.6％ 
   

【目標値】定期外利用者数割合を増加させる。 

沿線人口が減少傾向にある中で、通勤・通学等の定期利用者数を維持していくことは容易ではない。定

期利用者数が、人口減少と同様の割合で減少すると仮定し、その減少分を、観光利用や沿線でのイベン

ト開催、公共交通の利用啓発等の取り組みのほか、鉄道沿線地域での民間開発等の要因も勘案し、定期

外利用者を増加させることでカバーする。 

 

目標３ 公共交通利用圏域内の人口カバー率 

・沿線住民が公共交通を利用しやすい環境をつくり、地域全体の公共交通網の形成を図る目標指標 

現状値  目標値 

７１．７％ 

対象人口：平成 22年国勢調査 

公共交通圏域：平成 28年 4月時 

 ７５％ 

対象人口：平成 27年国勢調査 

公共交通圏域：平成 33年 4月時 

 

平成 29年度 平成 30年度 平成 31(令和元)年度 平成 32(令和 2)年度 平成 33(令和 3)年度 

     

【目標値】誰もが地域内を円滑に移動できる交通体系を目指し、鉄軌道駅・バス停から一定の利便性の

ある圏域内に含まれる沿線人口の割合を高める（公共交通利用圏域は、鉄道駅から半径 1km、軌道駅か

ら半径 500m、バス停から半径 300mと設定する。）。 

現在、鉄軌道駅付近での市街化区域変更、土地区画整理、宅地造成等が行われている。鉄軌道駅から離

れたエリアにおいても、バス路線の再編など、住民ニーズに応じた交通サービスの提供に取組み、公共

交通利用圏域内の居住人口カバー率を増やす。 

計画期間を終えた H34 年度に最終評価として成果検証し、報告予定 

城端線・氷見線沿線地域公共交通網形成計画 進捗管理について 



目標４ 城端線・氷見線とその他鉄道やバスとの乗継ぎ満足度 

・異なる交通間の乗り継ぎを改善し、利用者の満足度を高める目標指標（５段階評価） 

現状値（平成 27年度）  目標値（平成 33年度） 

城端線：平均評価２．４ 

氷見線：平均評価２．２ 

 一定の改善 

城端線：平均評価２．７ 

氷見線：平均評価２．５ 

 

平成 29年度 平成 30年度 平成 31(令和元)年度 平成 32(令和 2)年度 平成 33(令和 3)年度 

     

【目標値】沿線住民へのアンケート調査により、「城端線・氷見線と鉄道・バス等との乗継ぎ」に関する

満足度の改善を図る（満足度は５段階評価）。平成 27年度に協議会で実施した沿線住民へのアンケート

調査では、「鉄道・バス等との乗継ぎ」に関する満足度が、全質問項目の平均評価点（城端線 2.65、氷

見線 2.49）より低くなっている。城端線・氷見線とその他の鉄道、路線バス、高速バス等との乗り継ぎ

について改善を図り、交通ネットワーク網の充実を図ることで、平均評価点を上回る満足度を目指す。 

 

目標５ 過去１年に利用した交通手段における城端線・氷見線利用割合 

・公共交通を中心としたライフスタイルへの転換を図る目標指標 

現状値（平成 27年度）  目標値（平成 33年度） 

城端線：２６．９％ 

氷見線：１３．８％ 

 約５％の向上 

城端線：３２％ 

氷見線：２０％ 

 

平成 29年度 平成 30年度 平成 31(令和元)年度 平成 32(令和 2)年度 平成 33(令和 3)年度 

     

【目標値】沿線住民へのアンケート調査により、過去 1年間で利用した交通手段における「城端線・氷

見線の利用割合」を上昇させる。（※過去 1年間に 1度でも城端線・氷見線を利用した人の割合。） 

・観光周遊ルートの作成、沿線でのイベントとの連携等により、これまで利用機会のなかった沿線住民

に、城端線・氷見線を利用してもらうきっかけを作る。 

・新幹線利用者の新高岡駅への移動利便性を高め、ビジネスや観光目的など、日常生活以外の場におけ

る、城端線・氷見線の利用機会を高める。 

・高齢者による自動車運転が増える中、運転免許返納者への公共交通利用割引の適用等のサービスによ

り公共交通利用を中心としたライフスタイルへの転換を図っていく。 

計画期間を終えた H34 年度に最終評価として成果検証し、報告予定 

計画期間を終えた H34 年度に最終評価として成果検証し、報告予定 



■ラッピング列車を活用したイメージアップ

■車内環境の快適性向上の検討

■増便試行の継続実施と効果検証

■効果検証に基づく運行本数増便の検討

3
交通ICカード利用拡大に向け
た課題整理

【交通ICカー
ドの導入に当
たっての課
題整理】

あいの風とやま鉄道区間で利用可能な交通IC

カード「ICOCA」について、城端線新高岡駅でも
利用可能となることから（H29.4～）、更なる利用
拡大に向け、必要な課題の整理を行う。

■交通ICカードシステム利用可能エリア拡
大検討調査

関係諸団体への情報収集
交通ICカード利用に関するアンケートの実施（増
便アンケートと合わせて）

アンケート結果の検証、先進事例の研究 先進地視察の実施（砺波市）
ICカード導入に向けた検証（砺波市）

4
城端・氷見線の直通化に向け
た検討

【城端線・氷
見線の直通
化の課題整
理】

城端線・氷見線の直通化に向けた検討を行うた
め、概算事業費の検証や具体的なダイヤシミュ
レーションなどを行う。

■課題整理の結果を踏まえた課題の解決
調整、直通化に向けた検討調査（直通化
概算整備費の検証、ダイヤシミュレーショ
ン、運行経費等）

直通化の需要予測調査（国補助　訪日外国人
受入環境整備緊急対策事業を活用）

直通化検討調査（富山大学都市デザイン学部
連携事業、費用対効果の検証等）

直通化検討調査（富山大学都市デザイン学部
連携事業：新高岡駅の構造改良等）
関係者との協議

5
あいの風とやま鉄道、万葉線
との接続性の向上
【地域交通】

【輸送サービ
ス向上】

日常利用の利便性を強化するため、各路線の接
続を考慮した運行ダイヤを検討することで相互に
利用者数の維持向上を目指す。

■あいの風とやま鉄道及び万葉線との接
続を考慮したダイヤの検討

JR西日本、あいの風とやま鉄道ダイヤ改正
（H30.3.17）

JR西日本、あいの風とやま鉄道ダイヤ改正
（H31.3.16）

6
北陸新幹線との接続性の向
上
【広域交通】

新規

広域交通としての利便性を強化するため、新幹
線との乗り継ぎ利便性の高い運行ダイヤを検討
し、利用者数の維持向上を目指す。

■新幹線との接続を考慮した城端線ダイ
ヤの検討

JR西日本ダイヤ改正（H30.3.17） JR西日本ダイヤ改正（H31.3.16）

■ベル・モンターニュ・エ・メール号での乗
客サービスの提供

■観光客おもてなし企画の検討

■あいの風とやま鉄道観光列車（H30予
定）とのタイアップ企画の検討

■関連グッズの検討

■運行ルートやダイヤの検討

■沿線のまちづくりや都市機能の集積と連
動したバス路線網の検討

9
広域バスネットワークとの連携
強化
【広域生活路線】

新規

地域生活路線と、計画区域をまたぐような移動を
支える広域バスネットワークとの連携強化により、
多様な広域移動路線の確保を図る。

■複数の自治体や県域をまたぐ広域生活
路線バスネットワークとの連携強化

２月　南砺金沢線バスダイヤ検討（４月１日改
正）

２月　南砺金沢線バスダイヤ検討（４月１日改
正）

２月　南砺金沢線バスダイヤ検討（４月１日改
正）

■既存観光路線バスの利用促進

■主要駅発着の観光路線の検討

1
利用向上につながる車両の検
討

【車両の内
装のリニュー
アルの検討】

既存車両について、ラッピングや車内環境の快
適性向上を図ることで、城端線・氷見線への愛
着醸成やイメージアップと利用者数の維持向上
を目指す。

7

沿線地域の魅力を発信するツールとして、観光
列車の運行やタイアップ企画等について検討す
る。地域の魅力発信による観光の振興を図り、定
期外利用者数の増加に繋げる。

8
【バスとの乗
換え円滑
化】

通勤・通学利用者、高齢者をはじめとする利用
者ニーズ、沿線まちづくりの動向等に合わせ、必
要なバス路線や異なる交通間の乗り継ぎダイヤ
を検討することで、利便性の向上と利用者数の
維持向上を図る。

2
新幹線開業後の運行本数増
便の検討

【車輌導入も
考慮した運
行本数増便
の検討】

新幹線開業と同時に取り組んでいる城端線での
増便試行運行（１日４往復８便の増便）の検証を
通じ、新幹線開業後の観光目的利用者の動向
や沿線住民も含めた利用状況等を勘案しなが
ら、日常利用や新幹線の二次交通としての利便
性向上を図り、利用者数の維持向上を目指す。

10 新規

既存観光路線バスの利用促進や、新たな観光
路線の検討を行うことで、観光やビジネスに資す
る広域交流の拡大を図る。

新規
【観光資源
の活用】

観光列車等とのタイアップ
【観光交通】

観光路線バスの運行
【観光路線】

利用者ニーズに合わせたバス
の運行ルート、ダイヤの検討
【地域生活路線】

No 形成計画での取り組み
【連携計画
での位置付

け】
事業目的 取組み内容

ラッピング列車の運行

８月～　城端線増便試行検証・次年度検討
９月　城端氷見線利用実態調査（乗降者数調
査）
２月　「城端線・氷見線」に関する市民アンケート
調査実施（満足度調査）

「べるもんた」車内での、飲食サービスの提供、沿
線４市の観光ガイドによる観光案内ＰＲ。
べるもんた車内での食事提供サービス（富山湾
鮨ほか地酒セットなど、継続）
車内での地場産品の購入、使用による沿線PR

加越能バスダイヤ改正（H29.4.1、H29.10.1）
６月～城端井波間市営バス休日運行協議（南
砺市）
１０月～城端井波間市営バス休日運行開始（南
砺市）
２月　南砺市営バスダイヤ検討（４月１日改正）

世界遺産バス、わくライナー、まわるんの運行

取り組み状況

市営バスの路線、ダイヤ見直し（南砺市）

５月～　城端線増便試行検証・次年度検討
９月　城端氷見線利用実態調査（乗降者数調
査）
２月　「城端線・氷見線」に関する市民アンケート
調査実施（満足度調査）

５月～　城端線増便試行検証・次年度検討
９月　城端氷見線利用実態調査（乗降者数調
査）
２月　「城端線・氷見線」に関する市民アンケート
調査実施（満足度調査）

ラッピング列車の運行 ラッピング列車の運行

「べるもんた」車内での、飲食サービスの提供、沿
線４市の観光ガイドによる観光案内ＰＲ。
べるもんた車内での食事提供サービス（富山湾
鮨ほか地酒セットなど、継続）
車内での地場産品の購入、使用による沿線PR
べるもんた関連ノベルティグッズ作成・配布（南
砺市観光協会）
べるもんた利用促進キャンペーンの実施

「べるもんた」車内での、飲食サービスの提供、沿
線４市の観光ガイドによる観光案内ＰＲ。
べるもんた車内での食事提供サービス（富山湾
鮨ほか地酒セットなど、継続）
車内での地場産品の購入、使用による沿線PR
べるもんた関連ノベルティグッズ作成・配布（南
砺市観光協会）
べるもんたPRオリジナルグッズ製作
べるもんたPR映像の制作

H29 H30

世界遺産バス、わくライナーの運行

城端線・氷見線沿線地域公共交通網形成計画（H29-H33)事業取り組み状況表

H31（R1) H32（R2) H33（R3)

加越能バスダイヤ改正（H30.4.1）
城端井波間市営バス実証運行実施（南砺市)
２月　南砺市営バスダイヤ検討（４月１日改正）

世界遺産バス、わくライナーの運行
世界遺産バスルート見直し、停留所新設、ダイヤ
改正（加越能バスH30.4.1～）
井波・庄川クルーズシャトル土日祝運行（加越能
バス）
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No 形成計画での取り組み
【連携計画
での位置付

け】
事業目的 取組み内容

取り組み状況

H29 H30 H31（R1) H32（R2) H33（R3)

11 終着駅の魅力向上 新規

氷見駅、城端駅の終着駅としての拠点性及び目
的地としての魅力の向上により、利用者数の維
持向上と、終着駅から沿線地域全体への観光
交流の拡大を図る。

■氷見駅、城端駅について、終着駅として
の拠点性向上、目的地としての魅力向上
等の方策検討

城端駅舎内部改修による観光案内機能強化
（南砺市）

城端駅での観光案内のほか物産販売、レンタサ
イクル、コインロッカーのサービス実施（南砺市観
光協会）

12 駅施設整備及び駅周辺整備
【駅施設整
備及び駅周
辺整備】

駅施設や周辺の関連施設を整備することで、利
用者の利便性向上と公共交通利用への転換を
図る。

■駅施設、付属施設、駅前広場、アクセス
経路の整備

砺波駅：砺波駅前広場イメージアップ事業（砺波
市）
・歩道部の舗装及び縁石整備
・車道部の側溝整備
・無散水消融雪設備の整備
城端駅情報・交通拠点化周辺整備事業（南砺
市）
高岡駅：ホーム案内看板の更新

H30.11.25　砺波駅前広場イメージアップ事業完
了（砺波市）
城端駅情報・交通拠点化周辺整備事業（南砺
市）
東野尻駅待合所の建替えによるリニューアル
（JR西日本）

都市計画道路荒木線・福光駅東口駅前広場整
備事業

■公共交通利用を前提とした観光モデル
プランの作成

■訪日外国人旅行者向けの情報提供、
情報発信の充実

■城端線・氷見線を利用したイベントの開
催促進、支援

■アニメ等地元資源を活用したイベントの
共催、開催支援

■万葉線との連携イベントの共催

15
観光用フリーWi-Fiスポット設
置

新規

観光客等が利用できるWi-Fiスポットの設置によ
り案内機能の強化や利便性の向上を図る。訪日
外国人旅行者にとっても、安心して沿線を訪れる
ことができるよう、受入環境の整備に取り組む。

■Wi-Fi設備の設置 氷見駅、高岡駅、新高岡駅、油田駅、砺波駅で
運用中
城端駅、福光駅、福野駅H29.2から運用開始

氷見駅、高岡駅、新高岡駅、油田駅、砺波駅、
福野駅、福光駅、城端駅で運用中

氷見駅、高岡駅、新高岡駅、油田駅、砺波駅、
福野駅、福光駅、城端駅で運用中

■自動車通勤者に対する情報提供やアン
ケートの実施・公共交通のお試し利用の実
施

■自動車運転免許返納者への公共交通
利用割引の適用等サービスの導入・拡充
検討

■バスと連携した時刻表の作成

■沿線公共交通マップの作成

■駅施設のバリアフリー対応に関する情報
提供

■バス時刻表、乗換え案内のインターネッ
ト検索システムへの反映

■多言語対応の交通・観光案内版、パン
フレット作成

■異なる交通機関利用時に併用できる共
通乗車券、定期券の導入検討

■児童、生徒らの体験学習時の利用支援

■公共交通利用促進運動等実施事業所
への補助方策検討

■児童、生徒向けのホリデーパス、1日乗
車券等

13 観光周遊ルートの作成 新規

城端線・氷見線を活用した観光モデルプランを
作成することで、定期外利用者数の増加と観光
交流の拡大を図る。今後、増加が期待される訪
日外国人旅行者など、海外の需要を取り込むた
め、多言語対応による交通・観光案内板の整
備、パンフレット作成等、海外からの団体・個人
旅行客の利用増加に繋げる。

14 沿線でのイベントとの連携

沿線の地域資源や観光地、イベント等と連携し、
公共交通を介した交流拡大、利用者数の維持
向上、乗車機会の創出等を図る。

18
公共交通利用者へのインセン
ティブ

公共交通利用に転換することに意義を見い出せ
るようなインセンティブ施策の導入を検討し、利
用者数の維持向上を図る。

新規
【城端線・氷
見線の利用
補助制度】

公共交通案内の作成、PR

（紙ベース、ホームページ等）

16 モビリティマネジメントのPR 新規

自動車から公共交通利用への転換を図るモビリ
ティマネジメント手法を取り入れた情報提供やア
ンケートの実施等により、沿線住民の公共交通
利用への意識変容を促す。

【沿線各自
治体とのイベ
ントの連携】
【万葉線との
連携】

17
【乗換案内
の充実】

沿線地域の公共交通網に関して、異なる交通手
段を含めた広域的な交通マップの作成等積極的
な情報提供を行い、公共交通利用への転換を
図る。また、訪日外国人旅行者向けの多言語対
応による交通・観光案内板の整備、パンフレット
作成等に取組み、受入環境の整備を図る。

スタンプラリー企画と合わせた観光マップ作成（４
市）

５月　「氷見線でＧｏ！氷見の商店街でおトクで楽
しいお買い物！」事業（氷見線応援委員会）
7月～１２月　氷見夜のまちなかグル巡り半額
キャンペーン（氷見線応援委員会）
１月　「氷見線でＧｏ！高岡なべ祭り」事業（氷見
線応援委員会）
通年　城端線で体験学習事業（南砺市）
通年　城端線で出かけよう事業（南砺市）
通年　城端線全線開通120周年記念事業（レン
タサイクル助成、氷見市街地周遊バス乗継助
成）

旅行商品の企画（砺波市観光協会等　H28年度
より）。
チューリップフェアをはじめとした、「花のまち　とな
み」の認知度向上のため、首都圏をはじめ中京、
関西でのＰＲキャンペーンの充実を図る。（砺波
市：H27年度より）
北陸新幹線新高岡駅商品開発ＰＴ旅行商品造
成

HPでの総合時刻表の掲載
バスロケーションシステムの運用開始（富山県）

インターネットのマップ検索に市営バスを対応さ
せることで、城端線との乗り継ぎを簡単に分かりや
すく情報提供
総合時刻表の作成、HPへの掲載
バス情報のオープンデータ化による大手検索サ
イトを活用した情報発信（富山県）

5月　「氷見線でＧｏ！百縁笑店街でお買い
物！」事業（氷見線応援委員会）
5月　「氷見線に乗って伏木曳山祭を見に行こ
う！」事業（氷見線応援委員会）
11月　「氷見線に乗って勝興寺光ノ音祭を楽しも
う」事業（氷見線応援委員会）
1月　「氷見線でＧｏ！日本海高岡なべ祭り」事
業（氷見線応援委員会）
通年　城端線で体験学習事業（南砺市）
通年　城端線で出かけよう事業（南砺市）
氷見線利用者への市街地周遊バス乗り継ぎ助
成（氷見市）
「氷見夜のまちなかグル巡り」事業（氷見線応援
委員会）

5月　「氷見線でＧｏ！百縁笑店街でお買い
物！」事業（氷見線応援委員会）
5月　「氷見線に乗って伏木曳山祭を見に行こ
う！」事業（氷見線応援委員会）
6月　「氷見夜のまちなかグル巡り」事業（氷見線
応援委員会）
9月　「氷見線でＧｏ！海のｱﾊﾟﾙﾄﾏﾙｼｪ」事業
（氷見線応援委員会）
1月　「氷見線でＧｏ！日本海高岡なべ祭り」事
業（氷見線応援委員会）
通年　城端線で体験学習事業（南砺市）
通年　城端線で出かけよう事業（南砺市）
氷見線利用者への市街地周遊バス乗り継ぎ助
成（氷見市）

城端線に乗って♪魅力たっぷり富山旅に出かけ
よう！（砺波市）
６月　城端線を利用した南砺イチゴ狩りツアー
（万葉線との連携イベント）
7月　ミステリーナイトウォーク「きもだめし」（氷見
線応援委員会）
8月　身近な列車に触れよう！学ぼう！～地域
を支える公共交通の旅～（氷見線応援委員会）
１０月　なんと彩菜まつりと連携した城端線活性
化事業(南砺市観光協会）
11月　氷見線を利用した氷見の湯と味覚堪能ツ
アー（万葉線との連携イベント）
11月　城端線・氷見線を利用したイベント（ＪＲ戸
出駅利用促進協議会との連携事業）
11月　氷見線・城端線で行くおいしい地酒めぐり
ツアー（氷見線応援委員会）
12月　べるもんた歓迎キャンペーン（氷見市花と
緑のまちづくり協会との連携事業）

２月　「城端線・氷見線」に関する市民アンケート
調査実施

10月　なんと彩菜まつりと連携した城端線活性
化事業(南砺市観光協会）
10月　ひみ食祭まつりと連携した氷見線活性化
事業（氷見市）
１月　初詣、初参と連携した城端線活性化事業
（南砺市観光協会）
城端線や北陸新幹線等公共交通を利用した県
内観光ツアーを企画（砺波市）
臨時列車チューリップ号のヘッドマーク作成
べるもんた歓迎キャンペーン（氷見市海浜植物
園）
氷見線でＧｏ！ミステリーナイトツアー（氷見線応
援委員会）
氷見線でＧｏ！大人の遠足～地酒巡り～（氷見
線応援委員会）
氷見線でＧｏ！列車たび（氷見線応援委員会）

チューリップフェアをはじめとした、「花のまち　とな
み」の認知度向上のため、首都圏をはじめ中京、
関西でのＰＲキャンペーンの充実を図る。（砺波
市：H27年度より）
北陸新幹線新高岡駅商品開発PT旅行商品造
成
わくライナースイーツチケット付きフリーきっぷの
販売

「城端線・氷見線」に関する市民アンケート調査
実施

チューリップフェアをはじめとした、「花のまち　とな
み」の認知度向上のため、首都圏をはじめ中京、
関西でのＰＲキャンペーンの充実を図る。（砺波
市：H27年度より）
北陸新幹線新高岡駅商品開発ＰＴ旅行商品造
成
城端線を使った、日本遺産認定「木彫刻のまち
井波」旅行商品の企画発売（南砺市観光協会）
わくライナースイーツチケット付きフリーきっぷの
販売

10月　城端線や万葉線等公共交通を利用した
県内観光ツアーを企画（砺波市）
10月　なんと彩菜まつりと連携した城端線活性
化事業(南砺市観光協会）
10月　ひみ食祭まつりと連携した氷見線活性化
事業（氷見市）
１月　初詣、初参と連携した城端線活性化事業
（南砺市観光協会）
城端線・氷見線を利用したイベント（ＪＲ戸出駅利
用促進協議会）
べるもんた歓迎キャンペーン（氷見市海浜植物
園）
氷見線でＧｏ！ミステリーナイトツアー（氷見線応
援委員会）
氷見線沿線地酒巡りツアー（氷見線応援委員
会）

２月　「城端線・氷見線」に関する市民アンケート
調査実施
１月　沿線企業へのモビリティ・マネジメント手法を
活用した企業アンケートの実施



No 形成計画での取り組み
【連携計画
での位置付

け】
事業目的 取組み内容

取り組み状況

H29 H30 H31（R1) H32（R2) H33（R3)

19 駅施設の有効活用
【駅施設整
備及び駅周
辺整備】

駅や駅周辺施設の整備、利活用について、まち
づくりの方向性を踏まえながら検討し、地域の拠
点機能としての役割強化を図るとともに、城端
線・氷見線への愛着醸成を図る。

■まちづくり拠点としての駅舎、駅周辺施
設の整備検討

砺波駅コミュニティプラザ内の観光案内所におい
て、各種観光案内のほか物産販売を実施。月１
回の「にぎわい市」(H27年度～)の開催などによ
り、砺波駅を中心としたまたづくりの取り組みを促
進。

観光案内機能強化のため、城端駅舎の内部を
改修（南砺市）
城端駅舎に南砺市観光協会が入居（南砺市観
光協会）
砺波駅コミュニティプラザ内の観光案内所におい
て、各種観光案内のほか物産販売を実施。月１
回の「にぎわい市」(H27年度～)の開催などによ
り、砺波駅を中心としたまたづくりの取り組みを促
進。

城端駅、福野駅における観光案内業務実施（南
砺市観光協会）
城端駅では観光案内のほか物産販売、レンタサ
イクル、コインロッカーのサービス実施（南砺市観
光協会）
砺波駅コミュニティプラザ内の観光案内所におい
て、各種観光案内のほか物産販売を実施。月１
回の「にぎわい市」(H27年度～)の開催などによ
り、砺波駅を中心としたまたづくりの取り組みを促
進。

■オリジナルグッズの作成等による親しみ
やすさの向上

■グッズ販売による収益改善

■利用者マナー向上の車内アナウンス、
広告等

■学校を通じた利用者マナー向上啓発

■地元ボランティアによる環境美化活動

■駅や鉄道に親しむイベントの開催等、駅
周辺に集まる機会の創出

■城端・氷見線の各駅への花植の実施

■車窓からの眺望が楽しめる景観づくり
23 花のある景観づくり 新規

城端線・氷見線の各駅や沿線において、花のあ
る景観づくりを行い、季節ごとの魅力創出を図る
とともに路線への愛着を醸成する。

新規
【観光資源
の活用】

21 利用者マナーの向上 新規

朝夕の通勤・通学時間帯等における利用者マ
ナーの向上を図り、利用者が安心して乗車できる
車内環境を創出する。

22 駅への愛着醸成
【地元ボラン
ティアによる
環境美化】

地元ボランティアによる美化活動など、駅を中心
とした多様な活動を促進することで、駅や路線へ
の愛着を醸成する。

20 城端線、氷見線グッズ作成

城端線・氷見線に関するオリジナルグッズを作
成、販売することで、話題づくり、愛着の醸成を図
るとともに、販売収益による経営安定への寄与を
目指す。

城端線・氷見線沿線各駅において、春、秋の年
２回、西日本鉄道OB会高岡支部と連携して花植
え、美化活動を実施（砺波市では、鉄道OB会と
のクリーンアップ事業を、砺波市内各駅の利用者
並びに地域の自治振興会等とも連携して実施）
歓迎花文字による車窓からの景観づくり事業（高
岡銅器団地協同組合）

べるもんた関連ノベルティグッズ作成・配布（南
砺市観光協会）
べるもんた関連PRグッズ企画・製作
城端線ペーパークラフトの作成（砺波市）

城端線・氷見線沿線各駅において、春、秋の年
２回、西日本鉄道OB会高岡支部と連携して花植
え、美化活動を実施（砺波市では、鉄道OB会と
のクリーンアップ事業を、砺波市内各駅の利用者
並びに地域の自治振興会等とも連携して実施）
歓迎花文字による車窓からの景観づくり事業（高
岡銅器団地協同組合）

べるもんた関連ノベルティグッズ作成・配布（南
砺市観光協会）
城端線利用啓発に向けた絵本の作成（砺波市）

高岡・城端鉄道少年団の乗車マナー啓発活動
利用マナー啓発チラシ作成、沿線高校への配布

２月　城端線ノベルティ作成（南砺市観光協会）

高岡・城端鉄道少年団の乗車マナー啓発活動
民間の団体がマナー向上運動を実施（南砺の城
端線を活かす会）

高岡・城端鉄道少年団の清掃活動等
城端線・氷見線沿線各駅において、春、秋の年
２回、西日本鉄道OB会高岡支部と連携して花植
え、美化活動を実施（砺波市では、鉄道OB会と
のクリーンアップ事業を、砺波市内各駅の利用者
並びに地域の自治振興会等とも連携して実施）
城端線開通120年記念事業（連続講座全6回：
7月9日（日）～11月12日（日）、記念シンポジウ
ム：12月10日（日）、沿線住民団体との連携）
城端線全線開通120周年記念事業（スタンプラ
リーの実施）
氷見・雨晴駅及びハットリくん列車清掃事業（10
月13日（金）：氷見線応援委員会）

城端線・氷見線沿線各駅において、春、秋の年
２回、西日本鉄道OB会高岡支部と連携して花植
え、美化活動を実施（砺波市では、鉄道OB会と
のクリーンアップ事業を、砺波市内各駅の利用者
並びに地域の自治振興会等とも連携して実施）
歓迎花文字による車窓からの景観づくり事業（高
岡銅器団地協同組合）
「チューリップが咲き誇る春の新高岡駅」事業（戸
出町チューリップ切花生産部会）

高岡・城端鉄道少年団の清掃活動等
城端線・氷見線沿線各駅において、春、秋の年
２回、西日本鉄道OB会高岡支部と連携して花植
え、美化活動を実施（砺波市では、鉄道OB会と
のクリーンアップ事業を、砺波市内各駅の利用者
並びに地域の自治振興会等とも連携して実施）
氷見・雨晴駅及びハットリくん列車清掃事業

高岡・城端鉄道少年団の乗車マナー啓発活動
民間の団体がマナー向上運動を実施（南砺の城
端線を活かす会）
利用マナー啓発チラシ作成、沿線高校への配布

高岡・城端鉄道少年団の清掃活動等
城端線・氷見線沿線各駅において、春、秋の年
２回、西日本鉄道OB会高岡支部と連携して花植
え、美化活動を実施（砺波市では、鉄道OB会と
のクリーンアップ事業を、砺波市内各駅の利用者
並びに地域の自治振興会等とも連携して実施）
氷見・雨晴駅及びハットリくん列車清掃事業
・Ｈ31.3.16に地域住民が中心となって東野尻駅
待合室のリニューアル記念イベントを開催。


